
□◇□◇□ 日 曜 ジ ジ 通 信 No.145(2013.03.03) from 山下 徹 □◇□◇□     

                         ==>  http://yms-tor.art.coocan.jp 「美術館あおぞら」にバックナンバーが納めてあります。山下徹　あおぞら　検索

　
山
　
田
　
川

　
山
田
川
は
高
雄
山
麓
か

ら
八
王
子
駅
の
南
を
通
り
、

東
の
日
野
市
に
向
か
い
、

多
摩
川
の
支
流
、
浅
川
に

注
ぐ
。

　
四
、五
十
年
前
、
こ
の
地

域
は
山
林
や
田
畑
で
あ
っ

た
。
雨
が
降
っ
て
も
、
山

林
や
田
畑
が
受
け
止
め
て

い
た
。

　
し
か
し
、
一
九
六
七
年
、

京
王
高
尾
線
が
開
業
し
て

急
速
に
宅
地
化
が
進
ん
だ
。

降
っ
た
雨
は
す
ぐ
山
田
川

に
流
れ
込
み
、
流
量
が
急

に
増
え
る
。
し
か
し
、
宅

地
化
し
た
後
に
川
幅
を
拡

げ
る
こ
と
は
不
可
能
。
そ

こ
で
、
川
の
中
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
石
垣

を
積
ん
で
、
深
い
川
と
し

て
い
る
。

　
杉
並
の
石
神
井
川
な
ど

は
川
幅
い
っ
ぱ
い
の
四
角

い
断
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
川
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
幸
い
山
田
川
に
は
未

だ
緑
が
残
っ
て
い
る
。

　
絵
を
描
い
て
い
る
間
に

も
小
鳥
が
水
辺
を
訪
れ
た
。

八
王
子
市
み
ど
り
町

ＴＰＰで日本は「銃」社会になる？？？

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項

と
は
「
米
国
で
自
由
に
売

れ
る
物
が
、
相
手
国
の
規

制
で
売
れ
な
い
と
、
米
国

は
そ
の
規
制
の
撤
廃
を
要

求
で
き
、又
、売
れ
な
か
っ

た
為
の
損
害
賠
償
を
要
求

出
来
る
」
と
云
う
も
の
。

　

米
韓
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
同

じ
様
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
協
定
が
あ

る
。
最
近
、
韓
国
で
地
球

温
暖
化
対
策
の
炭
酸
ガ
ス

排
出
削
減
の
為
、
小
型
車

に
補
助
金
、
大
型
車
に
課

徴
金
を
課
そ
う
と
し
た
。

す
る
と
米
国
が
「
大
型
車

の
多
い
米
国
車
の
輸
入
が

制
限
さ
れ
る
」
と
、
そ
の

案
は
撤
回
さ
せ
ら
れ
た
。

銃
は
ど
う
な
る
か
？

　

ア
メ
リ
カ
大
陸
に
来
た

白
人
は
武
力
で
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
か
ら
土
地
を
強
奪
。

だ
か
ら
、
土
地
を
取
り
返

さ
れ
な
い
よ
う
誰
も
が
武

装
。
銃
は
い
た
る
所
に
あ

る
。
そ
れ
で
銃
乱
射
事
件

が
絶
え
間
な
い
。
警
官
も

す
ぐ
ピ
ス
ト
ル
を
撃
つ
。

日
本
で
は

　

さ
て
、
日
本
で
は
坂
上

田
村
麻
呂
等
の
蝦
夷
征
服

か
ら
長
い
年
月
が
経
ち
、

米
国
と
は
違
う
。

　

日
本
で
銃
は
厳
し
く
規

制
。
狩
猟
に
銃
を
使
う
に

も
免
許
が
要
る
。

　

だ
が
、
米
国
の
ラ
イ

フ
ル
銃
業
界
か
ら
見
る

と
「
日
本
で
銃
が
売
れ
な

い
の
は
、
米
国
に
無
い
規

制
の
為
」
と
な
る
。
Ｉ
Ｓ

Ｄ
条
項
で
米
国
並
み
に
銃

の
所
持
を
自
由
に
さ
れ
た

ら
、
暴
力
団
は
ピ
ス
ト
ル

を
簡
単
に
入
手
。
銃
犯
罪

が
激
増
す
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
の
国
内
規
制
に
外

国
の
干
渉
を
受
け
て
は
な

ら
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
参

加
す
べ
き
で
は
無
い
と
思

う
。

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


